
スラバヤ市の水道水は、水源である河川の汚染や配水管の老朽化等により一般に飲
用に適さず、多くの住民は、飲用水を得るために水道水を煮沸するか、市販の飲料水
を購入している。

当事業では、地元の婦人会が運営する生協モデル店舗に小型の飲料水製造機を設
置し、安全・安心・低価格な飲料水販売に向けた実証を行う。

インドネシア共和国スラバヤ市における飲料水製造システムの実証試験
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将来的には、スラバヤ市の他生協でも販売
網を構築する。
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